
よく知られていないが重要な指導者

箴言 30:1-9 
 

30:1 マサの人ヤケの子
アグルのことば。イティ
エルに告げ、イティエル
とウカルに告げたことば  
 

30:2 まことに、私は粗
野で、人ではない。私に
は人間としての分別がな
い。30:3 私はまだ知恵
も学ばず、聖なる方の知
識も持っていない。30:4 
だれが天に上り、また降
りて来たのか。だれが風
を両手のひらに集めたの
か。だれが水を衣のうち
に包んだのか。だれが地
のすべての限界を堅く定
めたのか。その名は何か
その子の名は何か。あな
たは確かに知っている。  
 

30:5 神のことばは、す
べて精錬されている。神
は、ご自分に身を避ける
者の盾。 30:6 神のこと
ばに付け足しをしてはな
らない。神があなたを責
めて、あなたが偽り者と
されないために。  
 

30:7 二つのことをあな
たにお願いします。私が
死なないうちに、それを
かなえてください。 
30:8 むなしいことと偽
りのことばを、私から遠
ざけてください。貧しさ
も富も私に与えず、ただ
私に定められた分の食物
で私を養ってください。 
30:9 私が満腹してあな
たを否み、「主とはだれ
だ」と言わないように。 
また私が貧しくなって盗
みをし、私の神の御名を
汚すことのないように。

箴言 30:10-32 
 

30:10 しもべのことを、その主人に中傷してはならない。そうで
ないと、彼はあなたをののしり、あなた罰を受けることになる。  
 

30:11 自分の父をののしり、自分の母をたたえない世代。30:12 
自分をきよいと見るが、汚物を洗い落とさない世代。 30:13 な
んとも、その目が高ぶり、まぶたが上がっている世代。 30:14 
歯が剣のようで、牙が刀のような世代。　彼らは、地の苦しむ者
を、人々の中の貧しい者を食い尽くす。 
 

30:15 蛭には二人の娘がいて、「くれ、くれ」と言う。飽くこと
を知らないものが三つある。いや、四つあって、「もう十分だ」
と言わない。 30:16 よみ。不妊の胎、水に飽くことを知らない
地、「もう十分だ」と言わない火。  
 

30:17 自分の父を嘲り、母への従順を蔑む目は、谷の烏にえぐり
取られ、鷲の子に食われる。 
 

30:18 私にとって不思議なことが
三つある。いや、四つあって、私
はそれを知らない。 30:19 天にあ
る鷲の道、岩の上にある蛇の道、
海の真ん中にある船の道、おとめ
への男の道。 
 

30:20 姦淫する女の道もそのとお
り。彼女は食べて口をぬぐい、　
「私は不法を行わなかった」と言
う。  

 

30:21 地は三つのことによって震える。いや、四つのことに耐え
られない。30:22 奴隷が王となり、愚か者がパンに満ち足り、 
30:23 嫌われた女が夫を得、女奴隷が女主人の代わりとなること
だ。  
 

30:24 この地上には小さいものが四つある。それは知恵者中の知
恵者だ。 30:25 蟻は力のないものたちだが、夏のうちに食料を
確保する。 30:26 岩だぬきは強くないものたちだが、その巣を
岩間に設ける。 30:27 いなごには王はいないが、みな隊を組ん
で出陣する。 30:28 ヤモリは手で捕まえられるが、王の宮殿に
いる。  
 

30:29 歩きぶりの堂々としたものが三つある。いや、堂々と歩く
ものが四つある。 30:30 獣の中で最も強く、何からも逃げない
雄獅子、 30:31 誇らしげに歩くおんどりと雄やぎ、軍隊を引き
連れた王。  
 

30:32 　もし、あなたが高ぶって、愚かなことをしたり、企んだ
りしたら、手を口に当てよ。 30:33 乳をかき回すと凝乳ができ
る。鼻をねじると血が出る。怒りをかき回すと争いが起こる。

忘れられた人 
 

箴言30章を書いたアグ
ルは、箴言の他のほと
んどの章を書いた有名
なソロモン王と違って 
ほとんど忘れられてい
る人です。

アグル



否定的に見ると… 
 

下のいくつかの問答文は、情報が少
ないという、よくある不満です。こ
こではアグルについてです。ある人
たちは、アグルはソロモンの別名だ
と言いますが、おそらくそうではな
いでしょう。ソロモンと違って、ア
グルは裕福な者ではなかったでしょ
う（参照 30:7-9)。  
 

ユダヤパブリケーションソサエティ
ーの聖書の箴言30:1の英語訳では、
アグルは「マサの人」となっていま
す。多くの学者は、彼がアラビア北
部のマサという町の出身だと考えて
います。もしそうであれば、彼はイ
シュマエルの子孫だったかもしれま
せん(創世記 25:14)。  

 
下の問答文と次のページの問答文の
一番大事なものは、アグルのメッセ
ージの性質についてです。Bの部分
の問答文のほとんどは、彼の教えに
対する否定的な意見です。それらの
多くは正解かもしれませんが、それ
らはまた、批判的すぎるでしょう。  
 

残念ながら多くの人は、アグルと違
って(30:5)、間違いを探そうとする
悪い態度を持って聖書に向き合って
います。そのような否定的な考え方
を、Bの部分は示しています。それ
でも、一つ一つの問答文は、表面的
な印象からではなく、本当にそうか
どうか、その正しさが判断されるべ
きです。

A (      )  私たちはアグルについてあまり知らない。
A-1 (     )  彼がどこの人か、私たちは知らない。
A-2 (     )  彼が結婚しているかどうかもわからない。
A-3 (     )  彼がユダヤ人か異邦人かもわからない。
A-4 (     )  彼は聖書の他の箇所には出てこない。
A-5 (     )  彼の職業についても何もわからない。(30:1, 28)
A-6 (     )  なぜ彼の教えが箴言に含まれているのか、わからない。

B (      )  アグルのメッセージはとても否定的だ。
B-1 (     )  彼は自分自身について否定的だ。 (30:2-3)

B-2 (     )  彼は知恵について悲観的だ。 (30:2-6, 24)

B-3 (     )  彼はどこにでも罪を見出すようだった。(30:11-14, 18-20)

B-4 (     )  彼は嫌なテーマについて書いた。 (30:10, 20, 30:33)

B-5 (     )  彼は嫌な生き物について書いた。 (30:15, 17, 25, 27-28)

B-6 (     )  彼は高ぶって歩く者たちの事を好意的に書いた。 (30:29-31)

B-7 (     )  彼の数字の使い方は (30:7,15,18,21 24,29) 普通でない (6:16-19)

B-8 (     )  この章はとても否定的で箴言の最後の章にはふさわしくない。

下の文を読み、正しいと思うものには(○)正しくないものには(X)、部分的に正しい
と思うものには(△)をつけて下さい。



肯定的に見ると… 
 

ちょうど個人の手紙が、その書いた人
の人となりを表すように、説教や書い
たメッセージについても同じ事が言え
ます。ですからアグルが書いた30章
から、私たちは彼についてかなりの事
を知る事が可能だと言えるでしょう。 
 

それが顕著に現れているのが、30章7
節から9節までのアグルの祈りです。
これは箴言の中で著されている唯一の
祈りです。(注:ある翻訳では30章1節
にも祈りという言葉が入っています)
マタイ6章の主の祈りのように、アグ
ルの願いは少ないです。しかしそれを
見る時、彼にとっては何が重要であっ
たかを知る事ができます。 

 
30:7-9で、自分の罪について祈った
後、アグルのメッセージの焦点は、他
の人たちの罪と傲慢さについてです。
Bの問答文に見られるように、疑う者
や罪人は彼の言葉について不満を言い
ますが、彼は罪と裁きについて書く事
を躊躇しませんでした。　  
 

アグルのメッセージを否定的に見る事
は簡単ですが、箴言30章には素晴ら
しい事がたくさんあります。特に、イ
ラスト（例話）において、この章はと
ても豊かであると言えます。アグルは
私たちが神のみことばからも(30:2-6)
創造からも学べると信じていました
(30:10-33)。

C (      )  私たちはアグルの書いたものから、彼を知ることができる。
C-1 (     )  彼は謙遜な人である。 (30:1-9, 18)

C-2 (     )  彼は神のことばを信じた。(30:5-9)

C-3 (     )  彼は救いを失うことを恐れた。 (30:7-9)

C-4 (     )  彼はおそらく若くはなかった。 (30:7, 11-14)

C-5 (     )  彼は多くの事を見極めることができた。 (30:11-33)

C-6 (     )  彼は事がスムーズに行く事を求めた。 (30:10, 21-23, 29-33)

D (      )  アグルの教えは良いものである。
D-1 (     )  彼は良い質問をした。 (30:4)

D-2 (     )  彼のあげた例は、みな理解しやすいものだった。 

D-3 (     )  彼はどのように祈るべきかを教えた。 (30:7-9, マタイ6:9-13)

D-4 (     )  彼の言った多くの事は、覚えやすい。
D-5 (     )  彼の教えには、適用があった。(30:6, 10, 32-33)

D-6 (     )  彼は、貪欲が本当にどんなものかを教えた。 (30:11-17)

D-7 (     )  争いをどのように避けられるか教えた。(30:10, 21-23, 32-33)

D-8 (     )  傲慢について説教した。 (30:6, 9, 11, 13, 17, 18, 24-28, 32-33)

下の文を読み、正しいと思うものには(○)正しくないものには(X)、部分的に正しい
と思うものには(△)をつけて下さい。



ワークシート答え  
 

アグルの祈りは、彼が救いを失うより
彼の証を失う事を恐れていた事を示し
ています(C-3)。 (参照:1 Cor. 10:13.) 
ある人たちは、30:7-9を模範的な祈り
だと言います。それは簡潔で、真理と
誠実さが現れているからです (D-3)。  
 

アグルは自分自身について正直に(B-
1)、謙遜に書きました(C-1)。痛い経
験から、彼は真の知恵は唯一神様から
来ると知っていたからです(30:1-6)。 
人間的に言えば、彼は知恵を得る事に
ついて悲観的でしたが(B-2)、彼は望
みを持っていました(30:24-28)。  
 

私たちはアグルの職業について何も知
らない、と言うのは間違っています 
(A-5)。彼は預言者のように語り 
(30:1)また宮殿について良く知ってい
ました(30:22, 28, 31)。また、事がス
ムーズに運ばれるようにという、強い
願いを持っていました(C-6)。ですか
ら彼はおそらく、宮殿にいたアドバイ
ザーだったでしょう。 
 

アグルの数字の使い方はあまり普通で
はありませんが、6:16-19やアモス1-
2章でも似たものが見られます(B-7)。 
彼のリストには４つまでの事しかない
ので、覚えるのには簡単です(D-4)。 
 

箴言の編集者はアグルについて知って
いて、また聖霊に導かれて、彼の、時
に否定的な教えをこの書の結論の部分
に含めました(A-6)。最後の章である
31章は、もっと積極的なものです (B-
8)。

それで？ 
 

アグルは否定的すぎる人でしたか？も
しそうなら、聖書に含まれるはずでし
たか？確かに彼はどこにでも罪を見出
す傾向があった、と言えるかもしれま
せん(B-3)。例えば、30:11-14を見て
下さい。彼は社会全体は、悪い影響を
与えるものだと見ています。  
 

アグルにとって、唯一神様だけが「聖
なる方」でした(30:3, 参照9:10)。そ
れで彼は神の言葉の純粋さを強調しま
した(30:5)。彼は結婚の肉体的な不思
議さを認めましたが(30:19)、その後
すぐに、その悪用についても指摘しま
した(30:20)。 
 

アグルの、罪に対するメッセージの多
くは傲慢の罪に焦点を当てていました
が(D-8)、30:29-31では堂々と歩く、
または行進する事を、好意的に書いて
います(B-6)。しかし次の節(30:32)で
は、高ぶりに対抗しています(D-2)。 
 

その説明はこうです。アグルは威厳あ
るリーダーシップを認めていました
(30:29-31)。なぜなら良い指導者たち
は、事をスムーズに運ばせるからです
(C-6)。それで彼は、傲慢で、正しい
位置/順序を覆す者に対して、断固と
して対抗したのです(30:21-23)。  
 

アグルのメッセージの適用は、３つの
命令によって明らかです(D-5)。神に
対して(30:6)、他の人たちに対して
(30:10, 32-33)、また自分の親に対し
ても(30:11,17)、傲慢に振る舞っては
ならない、という事です。

適用
一番重要な事、また必要であると思われる事を、自分に適用しましょう。


